
　今年度の予算は、令和５年度からスタートした第２次深谷市総合計画後期基本計画に基づく各施策の推進をさら
に加速させるための予算を編成しました。今年度も健全な財政を維持しつつ、将来を見据え、各施策を着実に進めて
いきます。

一般会計　当初予算額 576億418万円

繰入金
40億4,366万円（7.0％）
繰入金
40億4,366万円（7.0％）

市債
27億5,360万円（4.8％）
市債
27億5,360万円（4.8％）

地方消費税交付金
30億8,400万円（5.4％）
地方消費税交付金
30億8,400万円（5.4％）

諸収入
15億8,593万円（2.8％）
諸収入
15億8,593万円（2.8％）

地方譲与税
6億8,236万円（1.2％）
地方譲与税
6億8,236万円（1.2％）

寄附金
8億3,209万円（1.4％）
寄附金
8億3,209万円（1.4％）

繰越金
8億円（1.4％）
繰越金
8億円（1.4％）

国庫支出金
98億8,268万円
（17.2％）地方交付税

81億7,200万円
（14.2％）

地方交付税
81億7,200万円
（14.2％）

県支出金
44億9,830万円（7.8％）
県支出金
44億9,830万円（7.8％）

その他
24億5,977万円（4.3％）

市税
188億978万円
（32.7％）

衛生費
40億2,510万円
（7.0％）

商工費
28億1,382万円
（4.9％）

総務費
51億2,404万円
（8.9％）

公債費
33億8,340万円
（5.9％）

農林水産業費
8億5,997万円
（1.5％）

教育費
74億1,638万円
（12.9％）

その他
26億9,821万円（4.7％）

民生費
258億3,633万円
（44.9％）

土木費
54億4,693万円
（9.5％）

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

最も大きな割合を占める『市税』は、景気動向な
どを踏まえ、増加を見込んでいます。

高齢者や子どもなど、さまざまな福祉分野に使
われる『民生費』が、歳出の中で最も大きな割合
を占めています。

歳入 歳出

一般会計 (市の基本的な事業を行うための会計)

一般会計予算額の内訳
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市民1人あたりで計算すると…

約18.3万円 約3.9万円約5.2万円 約3.6万円 約9.8万円

市民１人あたり約40．8万円が使われます。
（一般会計予算を3月1日現在の人口141,314人で計算）

子育て支援、高齢者・障
害者福祉の充実など

道路や橋の整備・維持
管理など

学校施設の整備、教育
環境の充実など

住民票や戸籍の交付、
防災対策など

子育て・福祉 道路・まちづくり教　育 市役所運営・防災 その他

公衆衛生、産業振興や
消防など

特別会計 企業会計(特定の事業を行うための会計) (特定の事業をその事業の収入で運営する会計)

内  

訳

水道事業 47億5,336万5千円

下水道事業 68億7,080万6千円

内
　
訳

国民健康保険 150億8,551万4千円
後期高齢者医療 38億9,365万7千円

国済寺土地区画整理事業 5億8,401万5千円

予算額　195 億 6,318 万 6 千円 予算額　116 億 2,417 万 1 千円

深谷市予算 総額
（一般会計・特別会計・企業会計）　　　　　　　　　　　　　　 　　 前年度比4.8%増

887億9,153万7千円

第２次深谷市総合計画後期基本計画
に基づく各施策の推進をさらに加速

令和令和66年度年度
まちづくりの方針とまちづくりの方針と

予算予算
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中学校体育館エアコン整備工事
設計に着手

必要経費：2,250万円

子どもたちの教育と災害時のための
環境改善を講じます

▶中学校施設整備維持事業

　子どもたちの教育・生活の場であり、災害時には
避難所となる市立中学校10校の体育館にエアコン
を整備し、教育活動中の熱中症対策と、避難所となっ
た場合の生活
環境の改善を
図ります。
　今年度は、
令和7年 度の
設置に向けた
設計業務を行
います。

幼稚園・こども館複合施設　
建設工事に着手

必要経費：15億25万4千円
（建設工事費の一部と駐車場整備費）

県内最大級の教育・子育て拠点の創出
に向け工事を始めます

▶幼稚園・こども館複合施設建設事業

　令和8年度のオープンを目指す、『幼稚園・
こども館複合施設』の建設工事を開始します。
　今年度は、
4月から新た
な駐車場整備
に着工してい
るほか、施設
の建設工事の
着工を予定し
ています。

ホフマン輪窯の保存修理工事
と一部公開

必要経費：8億796万6千円

歴史的建造物の継承と北部地区の
観光拠点創出を推進します

▶文化財施設管理活用事業

　今年度末の完成に向けて、『旧煉
れん

瓦
が

製造施設ホフマ
ン輪窯6号窯』の保存修理工事を進めるとともに、新
1万円札の発行に合わせ輪窯内部の一部を公開します。
　管理活用棟を新たに設置し、輪窯を紹介するシア
ター、ガイダンス機能や、輪窯の中でも飲食ができ
るように厨房
設備を整備し
ます。また、
輪窯内には、
映像や音など
を使った体験
的な展示構成
を検討します。

自動運転バスを実証実験
運行

必要経費：1億8,000万円

市内公共交通のドライバー不足解消
を目指します

▶コミュニティバス運行事業

　令和5年6月に結成した『深谷自動運転実装コ
ンソーシアム』による産学官連携の自動運転バ
スの実証実験運行を、昨年度に引き続き、国庫
補助金を活用して実施します。
　これにより、市内公共交通のドライバー不足
の解消を目指
すとともに、
コミュニティ
バス『くるリ
ン』定時定路
線への自動運
転技術の導入
を推進します。

新1万円札発行記念事業を実施

必要経費：3,448万7千円

渋沢栄一翁顕彰の全国的な機運をさらに盛り
上げます

▶広域連携事業、渋沢栄一政策推進事業

英語教育の拡充！
ALTを16人から29人に増員

必要経費：1億2,423万2千円

グローバル社会を生き抜く児童生徒への教育
を推進します

▶国際化教育推進事業

　児童生徒の英語コミュニケーション能力の育成および異
文化理解・国際理解を深めるため、これまで、16人派遣
していた英語指導助手（ALT）を29人に増員します。
　これにより、市立の幼稚園、小・中学校の全学年におい
て英語に触れる機会を増やし、児童生徒の英語コミュニ
ケーション能力を育成するとともに、英語学習に対する興
味関心および学習意欲の向上などを図ります。

飲食設備などを含めた
活用整備の推進

■新1万円札発行記念イベント

　渋沢栄一翁が肖像となる新1万円札が7月3日㈬に発行
されることを市民の皆さんと祝うため、祝賀パレード、
トークショー、物産展などの記念イベントを開催します。
　また、現1万円札の肖像である福

ふく

沢
ざ わ

諭
ゆ

吉
き ち

の故郷、大分
県中

なか

津
つ

市と連携し、新旧1万円札のバトンタッチ事業を
実施するなど、さまざまなＰＲを実施します。

■渋沢栄一ひとづくりカレッジ関連事業

　昨年に引き続き、渋沢栄一ひとづくりカレッジ関連事
業として、公開講座『渋沢栄一ひとづくりフォーラム』、『お
しごとフェスタ』を開催するほか、地域活動をしている
社会人を対象として『地域プロデューサー養成講座』や、
主に高校生、大学生を対象として『起業体験プログラム』
を実施するなど、対象別・年齢別に学習プログラムの充
実を図ります。

ALTの配置状況（1週間あたり）
対象（市立） 令和5年度 令和6年度

幼稚園 1回程度 1回
小学校1・2年生 配置なし 1回

小学校3・4年生 1回 1回

小学校5・6年生 1〜2回 2回

中学校 1〜2回 3回

ALTとの英語学習の様子

実証実験中の自動運転バス

旧煉瓦製造施設ホフマン輪窯

体育館内のエアコン設置のイメージ 幼稚園・こども館複合施設 完成イメージ

令 和 6 年 度令 和 6 年 度   
主な主な

重 点 施 策重 点 施 策

令和6年度

まちづくりの方針と予算
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